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陸上自衛隊「離島有事対処訓練」の中止を求める申し入れ
　陸上自衛隊北部方面隊は、８月２８日から９月１日にかけて道内の５つの離島で有事の対処訓練を実施することを発表しました。
今回の訓練では、国民保護法にもとづいて外国からの武力攻撃が予測される「武力攻撃予測事態」を想定し、空港や学校にヘリコプター発着場を設け、大型ヘリによる住民の島外避難を実施するとしています。また、陸上自衛隊の隊員には小銃を携行させるとしています。
現在の国際情勢下では、北海道が武力侵攻を受ける状況にはない中で、「大規模災害への備え」を理由とした有事想定の訓練の必要性はありません。ましてや、武器を持ち込んでの有事想定の訓練は地域住民に不安を与えるだけであり、いたずらにアジア太平洋地域の国々に対する緊張感を煽り、平和と安定を脅かすものと言わざるを得ません。
　２０１０年に閣議決定された「新防衛計画の大綱」では、中国や北朝鮮を仮想敵国に想定し、これまでの「専守防衛」の概念から逸脱する「動的防衛力」の概念を打ち出しました。また、とりわけ南西諸島を念頭に島嶼防衛強化をめざしています。今回の訓練は、この「大綱」にもとづく動的防衛力や南西諸島防衛を想定した訓練と言わざるを得ません。
　このような「有事を想定した軍事訓練」は、日本を「戦争をする国」に導くもので断じて認めることはできません。
　つきましては、下記のとおり申し入れますので、誠意ある対応を要請いたします。
記
　　陸上自衛隊による「離島有事対処訓練」を中止すること。
以　上
